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5．統計解析 
各データセットの分布について，対応のあるt検定またはウィルコクソンの符号順位






（ 117.1±11.9mmHg， t = -2.310， df = 19， p = 0.032，）。一方，拡張期血圧は， U-K
課題後に上昇傾向は認めたものの，統計的有意差は認められなかった。心拍数につい
ては，U-K課題後に有意な増加を示した（ U-K課題前；66.7±6.3拍 /分，U-K課題後；69.0
±7.7拍 /分， t = -2.708， df = 19， p = 0.014）。 U-K課題前の ATPSは0.46±0.29 （ N) 
であり， U-K課題後に有意な上昇を示した。（ 0.58±0.29 （ N) ， t = -2.773, df = 19， 
p = 0.012)。 U-K課題後による ATPS変化率と収縮期血圧変化率との間には，有意な正の
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